
f第35号1昭和31隼2月20円盟行り

公
民
館
を
使
用
け
れ
ば

許
可
が
必
要
て

いまかね町政1:'よ(-) 

• 

道有貸付牝牛-……-
H・H・…申込甥聞は

一
場

権

-

4

豆
、
午
前

一
旭
町
義
役
へ
一
銭
と
護
問
主
週
じ
た
笹
用
軒
唯

一
割

長

都

助

井

一苦
々
そ
申
告
算
額
と
す
る
・

一
今

安

町

抑

一

六
、
電
波
軒
比
別
に
官
費
生

一
所

ぽ

人

主

人

一徴
収
す
る
@

庁

d

庁

'守
録

一

七
、
副
官
房
同
総
軒
宜
供
給
し

殻

設

範

一た
場
合
位
、
そ
田
賀
費
生
徴
枚

、一
す

z.

一備
老
w

一
回
、
底
納
町
使
用
掛
位
、
こ

一
一

‘
午
前
と
怯
四
月

一
日
か
一
れ
止
還
付
し
な
い
・
包
L
衣
E

一
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
は
午
前
一
場
合
位
、
そ
時
全
部
叉
比

一
部

一
九
時
か
ら

E
午
ま
で
、
十
一

月
一
生
還
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
・

.
一
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
一

1
1
使
用
者
由
貿
に
醗
す
忍

A
1
y

一位
.
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
一
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
っ

.1
一と
す
る
。

一て
使
用
不
能
と
な
っ
た
、
と
き
.

?
1
ま

よ

り

3

・

一

一一、
今
後
と
は
、

午
後
一
時
一

止

使

用
許
可
を
票
用
・

料

公
民
忠
一
躍
設
以
来
・
注

工

一
の
官
第
一
1
断
守
し
な

t
i
t
r
一

，
出
問

r
f
AH

使
用
を
停

一か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
・
一
止
及
び
嵐
官
更
し
た
と
き
・

百
億
じ
が
増
加
し
て
お
&り
ま
す
一ら
な
い

一止
さ
れ
た

ιき
.
又

位

使

用

を

一

一

一

一

i

‘

一

=一
.
夜
間
主
位
、
午
後
五
時
一
語
使
用
前
に
使
用
許
可
白

品
、
使
角
に
あ
た
っ
て
は
‘

今
一

人

公

民
館
白
内
外
に
釘

t
一取
消
5
r
た
と
き
は

'直
ち
に
一
か
ら
午
後
十
時
ま
で
と
す
る
・
一軍
捕
・
叉
位
一
檀
夏
目
申
出
が
あ

金
町
公
民
館
傍
例
及
び
規
則
に
打
ち
.
叉
は
杭
宜
貼
つ

て
は
な
一そ
の
使
用
調
所
定
版
扶
に
回
復

一

一

一

一

ω

一

回
‘
一

日
と
位
、
午
前
・
午
一

b
、
こ
れ
に
つ
い
て
相
当
回
事

ょ
。
、
衣
回
事
羽
生
充
分
間
同
意一

ら

な

に

一

し

な

け

れ

ば

な

ち

ま

せ

ん

一

後

及

び

在

間

士

通

じ

て

伎

崩

乙

由

が

あ

る

と

認

品

た

と

き

・

由
主
遺
漏
由
な
い
よ
う
に
し
て
一

B

土
見

Z
T典
降
し
な
一三
、
使
南
軒
は
前
払
す
る
ニ
と

一
る
場
合

と

す

る

・

一

下

さ

い

.

一

い

こ

と

。

一に
な
っ
て
お
り
ま
す
自
で
、
使
一

t
t
i
l
l

一

弘
き
た
な
い
禁
足
で
串
降
一用
鼠
泊
四
際
必
ら
ず
持
寄
眠
い

一、

会
長

g
t使
局
す
る
と
一し
な
い
こ
k
e

一ま
す
.

き
位
、
館
長
田
許
可
を
受
け
な
一

4
m草
田
吹
設
定
投
げ
す
一
使
用
制
は
左
表
四
遇
。

け
れ
ば
な
め
ま
せ
ん
回
E
原
則
一
て
な
い
こ

-t

一「
6111
-
-J
l
i
ti
-
-

と
し
て
使
点
目
前
日
ま
で
、
使
一

旦
電
極
以
外
四
燈
火
生
三

一
別

一
堂

一

度

一

澗

用
許
可
を
鼠
出
る
こ
主
・
一
け
な
い

FE
e

二
直

一
鵠

一

封

一

酌

件
常
時
山
口
十
M
何
時
間
一
む
こ
芳
各
部
震
に
入
ら
二
日
制
一i
吋
川
叶
一

lm

L
4位
使
用
許
可
申
要
閣
宍
取
一

7
H

憲
一位
使
用
自
場
合
位
、
ニ

i
b「

eli--一
iL

需
を
生
ず
る
繕
合
が
あ
。
ま
す
一事
前
に
箆
長
白
許
可
を
得
る
二
一一
後

一
四

月
一
∞
一

m

-
宏
、
調
了
承
下
き
い
・

一之・

'

二
午
一

E
一

1
一

;

一

L
公
佳
品
す
る
お
壬
れ
一

;
民
値
目
内
外
に
工
作
=
出

lC
A
W
-
4

一物
を
設
け
.
叉
は
特
殊
な
裳
備
二
制

一

α
一

一

が
あ
る
と
ま
た
と
昔
、
叉
位
一主

主

芝

、

館

長

田

許

可

=

しげ
一

jy「
|
1

1

管
週
土
支
障
が
あ
る
正
認
め
た
一生
得
る
こ
と

・

=

日

一

m
-
間

一

仰

と
き
.

一

丸

使

用
後
位
、
火
祭
主
眼
一
一
-
一
日
一
言
一

E

1

許
可
白
僚
併
に
蓮
反
L
一締
b
・
備
品
を
務
拭
L
・
こ
れ
二
考

一
叉

た

る

こ

濁

た
と
号
、
叉
位
公
益
ヒ
止
む
を
一生
指
定
し
た
場
所
に
お
き
、
各
ご
1

一
端
拘
置
す
は
借
る

得
な
い
事
事
生
じ
た
と
き
・

一室
仕
掛
削
指
定
諦
併
し
た
上
、
係
二
備

一一均

一時

駄

相

川

日

=
.

公
民
健
使
用
者
仕
.
衣
-
E
綾
分
を
う
け
引
踏
ぐ
こ

k
・
二
十

L
47

道
で
は
、
昭
和
三
十

一
年
度
道
有
貸
付
牝

牛
F

の
申
込
は
三
月
十

日
か
ら
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。

係な込て農申
へおみu役事込
お 、下ー場組希
零詳さ蕊会望
ね細い渡長老
下の。係、をは
さ点 へ遜闘
いは 申 .じ係

主主
.EEJ 

dνへF切恥，，.晶"噂畠肘d噌...，..，唱.... ザ・晶，.，唱潤.，.，、衛>N司...，ザ‘鳳勘，."，，:f.!'ν~ぺ0:'，1

3月1日一一一-3月31日
貯蓄l:t少しづつでも牧入める毎に しましょ4

P あなたの夢を早く賓現する1誌に貯蓄 Lましょう

動運貯進f，i. 立自
ー

'
'
142
I
・e・-，、

• 
町.

町

• 

金今一

'市

~. ， 

もて~.::'，



~ (第35号7 昭如l年2月初百寝符

ま世主主聖子 い主とが発 ぽ ，.;，供にき な白供，
す界子宮供学こ号か必生まなが田正た空買い草を &!…俊とな…吉一立E2tSZ手号室3雲ZZf主主雲霊祭i主
むがっ初.。子生。 L>::ん軍曹、品、だ宇ろ ー

よ;:jけ同初 {生い先ま掌・っ Lら念け つ二に年
i ラんず目め にや 生か佼 てつ 勺こでてびと主
にでに#て もだをせに こけ関註すきにつに
L街 、T入 たと過るあ 伝な説会ごま落℃な

lnL14L£3i lf三-f二二iJIJ三三二 情、る 明
it ，-; iii t: t: r" 'j ，五円 : 主主主は
2. 1; ー と掌つ〈干〈かでoな入 ム.. 尋手

| 人がょっこ.供認すますび Eつだ IMTJM
i6佳間ミ自 大とま とと白察どた・さ士た治、マ ー芸富

一寸(f. ぃ所読 に分 学 剖いり:ぃ欠 Lけ農せいから m 育
lえぐのし四 ';"で号室見必ぅ点てでは てそら 京 守ニ ーー
| 丞 c， 告 で 名 ムヨ )~ 心 も要 IE. >: ‘な ‘ やがとE重視"'"!....:::1.、
!よい .お前 、 掛子で Lお先 〈子 る Fいで巧I'!i . 
iEは自 き亙たにまえ二供あいさF生 ・供 者在民つはイ目白

V同日 蓮 目 究 . .~.ヲ勺 町一ム ョ | に・分た奮 い すをとり愛なと干主 有るで・ 三.".R
!しは冶いけ， ・もとま情っと供あ か〈、掌 寸.
た-，各.る 』 つ もす生ても 4乞ヒ宮 大の告撃埜侵 - さ芸 ( 
いき . 主 己 こFにこ.もいに 土や 切び習 tにこ τ= 司~ )

「十一豆:孟二孟二一二λ一二孟瓦二瓦7寸で一一一一一1プ一一f一4，一一忌'"1""1にこ F 

iイV 訓刷~ '"州g脚脚，川拙加恥必ム"，..周，岬刊血耐，.，.柑咽附叫山，品臨 翼す手ξつ弓瑛と署新奇てす自 L雪先 舗 』

量しぎに~が L おる分っち主唱高品
1，..l.Jto.1.r:: } ..l，、 覇 て 四 Lz=iでいきと白け客"2

U町~ (， 7r ' !!お予た~~生たい こて え寅
ノ明，、 、.~ 置き訪い号るi雪ぃヲとおら問

理た!!:・けかに ・雪はきれに

作 家畜の飼い方 rょ号 ?i255ii
ド£言百F
jt、れ bた係害ずい起回忍上さ万奇引bに主♂理 i 門 門 円 円 11たておま 宗治・ 1在 方 Lで袴くせが iこまは扶的~ 蓄額よ有者 三 《 ロ ・ ィ1:H号雪せ言 らい雪5RZ守る字封主語騒な 摂3入る草寺号ヤご以，]'0~きか月と期た V ら ると晶 '-'. 1
!日 続 時令直五九いもら貫 主言 つ主。心主君t~言入 、 2 言盛る EE12主雪号量三官事 ZJZtl
流 つ ~ i~ るりて由 、 さ す、たは併配活で事喜 怒 学帯。六m o 行にテ。眉でが射ぃ設さ、さテか
藍たの ~ 福 場 ま大で琶 札。不 b ・ L す L す比重が治資 ケ ぅ̂ '!1. tt琉士定せは戸〈

う引|z 
t語5角〈 少E能iιE多当烹宮事モ事 苔 なは目 Ll要罫る .物量‘は臭 内 に六 を宇かてれ 飴なさ
I，!oもでに くt版昼い苦苔1は目蚊 は z苓E与時?説たはも自白璽蛮 tにこ に r厄:.:~伊F 弓すらいた 培 〈せ
ト多多突 つ 1あilL !;関4は先極さをと 量臨主 治が、 働し¥，.!:.家ま あ目然生自育 行 つ月 げい四る時 たなる

常た片 毛ら不 げ礎ト ちや姥で句 す型罷E よ頭く園 @ 

E 民主占E喜32信託 位 主主主TiJ毒?2制空Zt新主主主著星 空22童書雲2皇室警な;
定自 4必に陸自んにゃ・す起体凸が分部でうま曹 3従来届はて入信教ら士護はF由意す由免て沼砲事会i

高円?号霊iz ・翌三土主主Z史奇 t: 雲 t量~ ~ 出世E4主主主喜長2Z452で諸き正警2541
5慈 、すロいは て尿で霊 く宥 tでて元貨 にで自 思決完念い蛍届負当て ι 霊場品買う寄れ室警 れた由i
g暴投 ・遣も免 おで コの ・か す陣 〈 入 、富 了町もで出会者ぃ主主校音J.. に士主義員 ! 

雪崩21雪害巧 =わ録 号芝J世雪 主号EZ3F霊ZEE喜23苦手失言蒋五官Z雲訂 正ど
こな出でさす混 はた"が辛れ乳 L往く 万 〈 司 ま戸 あ登 と局る白せ L宮総身新回で緬認 は宝宅
捜 〈来 1fiせか遍 L哩敷 lあffi¥ば牛 亡怠惑 が 一 、 す滞る議。~場でる〈暴五体J..l:: ・予可 、菌逗

阿古万五日A，士 l~ ~世帯 出すーす せ繋 が宣 車 E てに献な でを意 てなあ管 け間出な百工
、 是 主 t ? 12む毛主告主主3 2 品?雪を?計器君主芝裂で tミ V 雲2t霊14222E25れ 官 ~I
れ苦手た手 L明智も初 持弐 ら ・ ~ に t- f官 す清ま ~ ~れ L>: てお迄に~ す自に弐せ官~ill たまけせ光由
るは時入ぃ債のご 抗 乳事 Lそ くつ止・つるかす招 さ亡、呉はなも重官官 る生温野々設題 b廻れん浴に

llr喜幸♂同円五 2主422irt君主3そEE罪主量2?三空2主F;雇者主主語JE喜
いとにち eっ く乳摂 め "'~乳様， ~望月 るい与 すでて内生新生大まも入 作せら 宮町おつめん渇 貸 しせ k
・ゃな乳ま若で按拐し て貴 闘搾 に更審範幸Lけ、 設さ るま JEEF暗ませ通れ 業 たせは蕎 て 申 "J!I- "なさ
がり 隠 すし蟹迭をて L>::輯白努に士項牛ま興語。とせく代灘1'.:..:...耳は I:tbた糧問遣問 主 ・をけせ
、!っ・がと九、 L白分 ま少を R ゐ乱快よはせ苦 L恐 .A~誌すE艶昔に 雪烹需がなど 喧.o <逗支怯 せ二れれ.
E刈i主旦E分ニたてるベ

4崎I~芸鰐i誇謡i誇i草i;誇;i色詰idiさ!誌;誌ij詰i詰;諸i?芝;器?誌器;誇誕i毎i¥j宇同漏九一Ji譲?雪?;芝語!計i 
h刊'ま醍分た中なの事使で きせ白。す起つ 。は:

見
午

前

供

lヱv

寸
ノ、

子

門
病
弱
、

一
-一一場

合

いまかね町政1:.'より誉

の

し

の

る

・ぬ

を

.uω

』



こす産かまらーこ慣れ疎開歩 主毎回つ強て白と並プ侵て聖とすと
れる物らすなっ咽さて韓白しこたた揖てい四とすべ白目、窯っ ・蒋
ら滑ロも@い四古れ利護憲た自爆く針決と月色るて友占こ四て何些

れ号然。書聖里深モ遁も式ま崩主謀今こ換さとめかは々。一目、札中おは容 ふ
らか克事で説主~'"歩回目すき でが日と 茨'A.すこ士;!Jにそ月中がかにきと足

符白白。臨柄晶玉にーへこ'。れ円安にはと晶るれ終い出 Lかに治ら沼田もで/
か刑事北出は今す予つりそ底 i る理言明ぉ君主宮つ古士軍曹 、るてらト主古じ豆あや
ね平君主要海底泉主ベ窓と胎忘' こ ~Lぃ代わて老今主七反 J 十三る式入宜れっ
ぱ>l!'古語な Lす て さは創れに と性なて科 札、が年思月曜黒=調。張れい~て
な羽 常'"いて。を n ・でて流 院生い 4ら牢るこ・田 じはに・ 月 の λ がてつ分拳
ちとに畏 こ人 意る こあはれ 略も摂-'"・れか管に風ょ 半ま豆 トな、てにち
ま L担業と震 il1<9量れ bなる 想たり 年謡 は k長 ょがつ黒で生 1祭 主蕗位ま

e ( L正面蓬王い宣言す中τすか事 Lー)布雪与す Eじ国特 e=lDえさふ以諜が
は持番地帯さ bてせー かでも池す先 知滞。ニ立埼京言不 G; -rl. ~. h つに自
、種 i呈J'iCれ平下ん合ら潟芽i皇擦はしか宜ら口そに作え トう是正あわ。逗iてた立
泊 乞田ま均号~'"三るよ己申に雪よ「宇せ霊れも b に来二 q，"ら昔品、つ出
来主畑すーιを土月こ LI低す世 丞要で多 、がてと t担ま祖師翠今 て来
るげにd遇策i!if~中とがいるーう準雲しぼは〈ニかかで悔す乞諺治二おる
よては戸間活に砂に自主所ニ日 協 t 主将客 ニ見うつら あか。なに討!~か

よ22員事Z毒ZEfi量バ 七早 t223主持げよと担当手主
すでにえ冨Zニ Lか 当もたを大与 し〈 つらら事ちがすなこと扉見針。司
るも撤んがとてまiJG'J Ij詩 咽く 土古 い手れ柄。け。 いと普生 て菌 室雪
一塁甚憶におい馬で地いでと て自主はす 、 』はう措下生ず戸

す多澄 IU9)でる修用明治f蚕亙一一言Fて石瓦τ此工石布石両予言τ一寸三了
がかい 下様置すり¥埠置 い 用種て白白て 年是吉小白匂
客三庇こ増さに Lる、 プに真う L農こ憲主 下点目お は非iミ誓撲獲 し別種
主義喜ん把 LJ25A33宇2 て機主主計室料費歪空言2雪では物
議行胞なの ら時はも 、入党 お1'\.. ずおしヘ ，:~ すが』売品仔に主出の
すう白注主主 準で差早ハ がに きの 。〈て又て訟の ~之と濁誼いはう来準

急2雪意殺 管長き喜??三 ま修 22重品宮山Z長手奈かて鑓
z告普はをに て局 四ち、慌て し1'11 仕もなにす小考下るい。豆 おさ
広 i語 、 ，t主 主出中巴ウでか よi: :iil~<:留かき え きもて虫、 る喜寺

い来忙使ネすら ま目も意ら L らい"，!!喰第

咋 t五1意ちは山頂 生党れ匁 と吉田一的 Lモて揮ととを士おモ

:年 … ←宅問厚〈由。 L場肥 て出大あとに凡低窓のO議 O討、 γ きに太時〈酒 こ中
主よ所科Eき227主2EZ言言22TZ言34E主主主主手
にうへは い管白なまずと換寝耳目 b中て。がと間す吐てな大積雪
出 貯乾 Ollliにるすとと算段、堆まにみ 会6!.;=そ。士宮い切し主
喜 戒燥 に なと @五 bL Lー即位まこ中五百川場で土沼

はちそこ主主まま置とか六ずれに%ま 断宣告す生損i
しし 、究まむれO すすす二 Lら0 1'L品目ま ずかに・~:tつ

き また 分す容が問。と。五ま限O堆数げアに るけは って
留 か矢畿四 六こOすに匁aE字てンし こる 零 て

でおどソ管鼠土 fプて 下 貯う つい リ干に上特 -t:b度
唱す〈も r以ち型 、 ー さ嬢ニたまン 硝な よに。Ha1にた
a事ヲt空外と改其 いすと くす酸安っと石 到 D く
が分準由 L 良 。る白弔とな はて分茨 生活さ
大 L福 場 てのり ιな健使 E言褒嬬窒 亡つん
切て定合土段世且 ういで 肩はう散L.~語 くたあ

特よすす閤ま Lてな L ~E ..， 
に弓白る結でま盤ど て 時宜
望乾でとしもすには L阻しつ
意煉そきてな'ガ漏 ますたた
L L うに しく尿ス無 いつ が豊
丈℃い tE土高安全年を まか一 家

ζ で か とを行にがm IJを;::.:-:)y 
う L らい頂によこし以主総お 量続
L工解弓き移つうい kす空間 く作馬
たう波よタさて L~ C9・にれ懇の
こ かさうにれ計て四こ Lな自分
e れな 月て菌準で と てい鴫ベ
h 、る探士芳し悩はが およ Ffん
ら 白望見段たがあら くうな干
空 でaIて『 ニあ 旬は 必特ど 定
活 は的蹄弱とるま特 要に海自
改 た葬るにがこせに が計種前
著 い自由 』墨賓と ん目 あ菌剤 後

ら四ず却一言_m:.t、 ~p る C
率皆 E ち蛮う最でら ちと本
いさ 議題安こ耕 あと 空忌当
とんし地 定り '"b雷活 h自
存へて渇しー準まわ放れ在
じのい緯たつ摺ずれ蕃主 h
ま寄る営経由比 ・る はず方
す鎗薪白雪テ早 s理 F容。も
。と L探 <0 1巨白笹 生
ない求暗マに も白 れ
日 立は h 叉改 で
、胃/:... 

イ
ン
フ
ル
忌
シ
d

れ
は
、
昔
一
語
緒
、
寒
気
な
ど
と
と
も
に
背

-v
予
防
法
と
し
て
は
?
企

一な
い
こ
と
で
す
。

志
田
『
カ
ゼ
』
と
遠
い
涯
烈
一
中
山
γ
援
が
痛
ん
だ
ち
し
ま
す
.
一
十
分
な
睡
眠
と
保
温
、
集
建
一
た
び
た
び
語
。
説
家
主
符

な
一
昨
梁
刀
自
あ
る
流
行
病
そ
一
幼
い
干
供
で
は
、
叫
叩
き
つ
け
た
一
に
注
怠
し
て
全
身
由
抵
抗
力
量
一
ぃ
、
患
者
四
汚
物
は崎聞
き
ず

コ
均
点
々
u
p伽
一品

工

ち

す

る

こ

J
も
あ
ち
一
高
浜
口
代
パ
日
付
寸
い
ザ
四
一
ホ
崎
市
京
都

U
G時

れ
れ
れ
…
前

γ、
気

温

白

イ

ン

フ

レ

ヱ

ン

ず

t

p
・
ィ
シ
フ
ル
エ
ン
ザ
自

粘
膜
で
せ
昔
、
く
し
ゃ
み
、

/

1

・

/

ノ

ニ

4
ノ

予

防

注

射
封
晶

po-
-Fな
惨

崎
山
町
招
請
ほ
万
円

-そ

の

予

防

方

法

口

一潟岱一
一込町
b
mv
!

?
ル
ス
生
吸
い
込
む
と
か
一
主
主
一
主
彊
く

J
J撲
も
一
患
者
が
出
た
ら
・
別
室
に
隔
離
土
遍
い
錯
誤
患
者
、
老
人
、
裁

か
る
わ
け
で
ナ
。
一
充
血
し
て
赤
く
な
A
湾
夜
や
め
一

L
、
島
者
四
世
話
生
す
る
入
比
一国んな

E
は
予
訪
注
射
を
必
ず

症
肢
は
突
然
三
十
人
度
竺
ゃ
に
が
出
て
良
が
う
る
ん
で
〈
↑
マ
ス
グ
を
か
け
‘
患
者
白
ロ
や
す
け
て
お
〈
こ
と
が
翠
ま
れ

ら
四
十
度
目
高
い
嘆
か
位
て
一
る
こ
と
ら
お
b
ま

す

@

一

鼻

咽

策
定
習
に
あ
ま
b
抵
よ
ら
一
ま
す。

、
t -

r也
〆j

ι 

斗

ミa， 

-
吋
J

、a
d
l官
d
d

'
I守

i

f第35号、昭和31年2/"1::0主 主主符

τ 

首、， かね町政ffよし、ま(E:) 

九

1て

官
事
ぶ
J

J

叫
帆
山
市
河
川
見
九



円

1
la
s
-
-21畳
1

j
l

{国1りかね「町政..，~:よいま昭和31年2月初日程行

34haaL率わ'if{J，
~h.きm力ず

{第35号)

' 

'

4
-l
 

迫

B
L
P
J
f2
hy
ke

Te
d--一命
、宅、

2
b
J
，一

1ltJU42基
ポ
イ
h
n
川
河
」
寺
山

3
-

h

・
1

、sc

‘

突しい天然色フ .-ffVム
当 j苫 4

望E薄田箆突然色撮膨K
lI!iじま r
料金一大名刺拘均l1:3回円

e 石機カメラ庖
'fEL 111 

筑
以
赤
字
の
原
因
で
す

=
等
乳
は

E
れ
位
損
失
か
針
算
L
b一
事
が
あ
ち
ま
す

v

晶
、
阪
置
さ
ん
や
、
改
良
普
及

-mp指
帽
唱
を
弓
け
て

=
噂
出
血
を
肪
ぎ
ま

L
Z
ラ・

均
九
J

ー

明

治

鉱

業
、
提

供

1

御入学御主星学の

ヲシ下セル手提言bAν

文房具 ぞ 号令袋

豊富に取揃えて御来日寄生
お待ち致して居bます

ゴF一文具庖

を庭
い
家
，

家 !高級自縛事・9ャヵ-

JFi ト-~.ツ号才一干 .，.Þ"...of 

と 底 夏宿

ィ食雪iさとう白轄車商会
jiマルエス輸業商会
藤 i 末賀町一岨

る

置
岨
相
自
賢
官
位

明

すーピ旦z
気分のよい

棲田強館へ
ぜuお泊，1>下さい
'It話!l6司書

‘ 

ー藤村 l 
fi商 l
i訊底 '


